
第六感とは何だろうか。人間が感じているのは5感だけなんだろうか。もっ
と多いかもしれないし少ないかもしれないし。第六感とは何だろうか。そ
れは、今の科学では検出できない何かなのかもしれないし、その機能を持
つことがまだ分かっていない何かなのかもしれない。私たちは第六感とい
う言葉のイメージに惑わされ、まだ言語化できていないさまざまなものと
一緒に未科学や疑似科学というレッテルを貼り、境界線を作ってきたのか
もしれない。そろそろ、その境界線を越え、科学的なアプローチで第六感
に切り込む時期が来ているのではないだろうか。視覚、聴覚、嗅覚、味覚、
皮膚感覚、内部感覚などの身体感覚と第六感との関係性を分析したり、眼
球運動やしぐさ、顔面表情、脳内シグナルネットワークと第六感や気配と
の関係を分析したり、動植物・（微）生物からのシグナルや分泌成分を分析
したりすることで「第六感を知る」ことができるかもしれない。テラヘル
ツ派、マイクロ派、ミリ波領域の信号発信、計測、センサー技術や、α-γ波（脳
波）の空間伝達技術、人工的な発信体・受容体を開発、脳内シグナルの外
部制御技術などができたら「第六感を創る」ことができるかもしれない。
Brain net で脳の思考や感性を共有することができれば病気やけがの症状が
共有出来たり、麻痺等で体を動かせない人の意思伝達ができたり、感性・
匠の技の伝承ができたり、感情が共有出来たり、曖昧が可視化されたり、
睡眠・幻覚と実社会が接続したり、世界中の人とコミュニケーションしたり、
言語を必要としない集合知を理解したり、制度・ルール・規範の共有がで
きたり、ひいては人間の社会性の起源に迫れるかもしれない。真の相互理
解をテクノロジーをもって可能にできたら、それは「第六感で伝える」と
言える状態かもしれない。さらに、動植物・（微）生物の「第六感を利用」
したら、生態系の理解や種の保存から食糧問題への対応できるかもしれな
いし、自然災害の予知、防除、感染症の発生予測、防除もできるかもしれ
ない。これが発展すれば地球全体（人、生物、植物。気象）を包括的にデ
ザイン・制御する地球デザインに繋がり、合理的科学技術を持って地球課
題の解決に挑めるかもしれない。この研究を実現するには AI 技術、異分野
融合、他生物との共生、環境保全、国際情勢、人を支える基盤、社会ニー
ズの研究者との協力が絶対必要だ。 第六感を「知る」「創る」「伝える」「利
用する」の切り口で科学的に考え、第六感の共有世界（sixth sense sharing）ー
言語化できないものの共有世界ーを実現する大学は、筑波大学だけかもし
れない。これは筑波大だからこそできる研究かもしれない。そんな未来を 
みんなの対話から探していけるワークショップをいっしょにつくりません
か。
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　ワークショップ

「第六感の共有世界」

プログラム： 
15:30 開会の挨拶
 　和田　洋 研究担当副学長　生命環境系　教授
15:35 本ワークショップ開催の経緯
 　所　裕子 研究戦略室室長　数理物質系　教授　
15:45 研究者 3名による話題提供（最大 10分）
 　小山 慎一  芸術系　教授
 　森嶋 厚行 図書館情報メディア系　教授
 　高谷 直樹 生命環境系　教授
　　　     　　　　 微生物サステイナビリティ研究センター・副センター長
16:15 全体議論
 　司会　加藤 英之　URA研究戦略推進室　副室長　シニアURA
17:15 閉会の挨拶
 　石井 康雄 研究推進部　部長

※ワークショップ終了後情報交換会を開催します。(17:15-18:00)

日時：7月 26日（火）15:30ー 17:15, ＋17:15-18:00
場所：総合研究棟B　公開講義室    ※事前登録制
 　ハイブリッド開催有（Zoom）　事前登録者へ後日URLを送付します。

参加対象者：     筑波大学の研究者・博士学生

https://forms.office.com/r/Pdz3dyT0mA

筑波大学研究戦略室主催

本テーマに
興味のある

途中まで /途中からの
参加も歓迎！


